
  教育目標：心豊かに たくましく伸びていく子ども 

 

 

 

 

 

 

平成27年度スタート！ 

木々の新芽のように意欲もふくらみ、平成２７年度の干布小学校は、児童数１２９名、職員１５名でス

タートしました。昨年度は、子ども自身の努力とご家庭・地域の方々のご協力のおかげで一人一人の子ど

もに確かな育ちがありました。今年度も教育目標を「心豊かに たくましく伸びていく子ども」として、

なお一層思いやり深い子ども、心身ともにたくましい子どもをめざしてまいります。 

 今年度は特に「挑戦」と「思いやり」を教育活動の合い言葉にして、子どもも職員も共に伸びていこう

と思います。どうぞ、ご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 

干布小学校がさらにいい学校になるために、みなさんのいいところに自信

をもってまた共に前に進んでいきましょう。そこで今年度も二つのことをみ

なさんと約束したいと思います。 

一つ目は、みんなのいいところ「自分の殻を破って進める」ところを生か

して、「挑戦」する生活をしていこうということです。できること・できた

ことに立ち止まっていないで、自分から進んで次のことをやってみる・新し

いことをやってみるのです。そのためには、どんな自分になりたいか目標を

もつことが必要です。目標がはっきりすると、毎日の授業の中で、今までよ

りもっと考えてみる、もっと書いてみる、恥ずかしがらずに質問をする、学

級や児童会の活動で、新しい考えで取り組んでみる、考えたことは進んで発

言したり、行動したりする…というように、一日一日が、一時間一時間の授

業が、挑戦の連続になります。そして、だんだん新しい自分になっていきま

す。 

二つ目は、「思いやりをもってつながる」ことのできるみなさんに、「思い

やり」の心をさらに磨いてほしいということです。それはどういうことかと

いうと、自分から進んで相手の気持ちを考えて行動するということです。ま

た、自分と違うな、少し苦手かなという人とも相手の気持ちを考えて正しく

かかわること、まわりに大人がいない時も、自分で相手のことを考えた正し

い行動をとろうとすることです。 

このように、思いやりの心をみがくことに挑戦していきましょう。思いや

りは行動に表れます。一番最初に見えるのはあいさつですね。 

思いやりの心がたくさんある学級・学校は挑戦がたくさんできるのです。

逆も言えます。挑戦ができる学級・学校と言うのは思いやりの心にあふれて

いるのです。 

今年度、「挑戦」と「思いやり」で先生方もみなさんと一緒に成長してい

きます。力を合わせて進んでいきましょう。 
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平成２７年度 学校経営について 

教育目標    心豊かに たくましく伸びていく子ども 

 めざす子どもの姿  自ら学び、自ら考える子ども 
思いやりをもち、つながりを深める子ども 

                 生命を大切にする子ども 

ふるさとを愛する子ども  
経営の重点 

重点１ 自ら学び、自ら考える子ども  

    （１）課題を明確にした考え続ける授業づくり 

（２）生活や行事に生きて働く関連性をもたせた学習 

重点２ 思いやりをもち、つながりを深める子ども 

    （１）生徒指導の充実 

       ・深い子ども理解に基づく学級経営 

       ・ねらいと評価が明確な児童会活動 

（２）特別支援教育の充実  

   ・個別の配慮を計画的に実践 

 ・職員同士の連携、家庭とのきめ細かな連携 

（３）道徳教育の推進 

       ・年間３５時間の道徳の時間の確実な実施 

重点３ 生命を大切にする子ども 

    （１）健康教育の充実 

       ・自ら体力向上に取り組む態度の育成 

       ・基本的生活習慣形成の取組の工夫 

（２）安全教育の充実 

 ・判断力育成をめざした避難訓練 

 ・情報モラルの育成 

（３）読書活動の推進 

         ・国語の読書単元の重視 

         ・ＰＴＡとの連携 

重点４ ふるさとを愛する子ども 

 （１）保護者との連携  

        ・保護者との積極的な信頼関係づくり 

（２）地域との連携  

 ・ねらいと教科等の関連を明確にした体験活動と言語活動 

 ・おらほの学校づくり委員会との連携 

（３）地域教材による単元開発 

        ・年度当初からの仕掛け、組み込み 

        ・これまでの実践の活用、深化 

挑戦 

思いやり

考えることをはっきりさせて、

見通しをもつ・自分で考える・仲

間と考えることを大事にします。

学んだことが、活用できるよう

に指導計画を工夫します。 

子どもと教師、子ども同士の信

頼関係づくりをすすめます。 

一人一人の違いやよさを認め、

思いやりのある生活ができるよう

にしていきます。共生社会を生き

る子どもたちです。特別支援教育

へのご理解をお願いします。 

体育行事を生かし、目標をもっ

て主体的に体力づくりができるよ

うにします。 

インターネットの正しい使い方

を学び、判断力を養います。 

読書は習慣づけたいと思いま

す。親子読書も考えています。 

学年通信には、指導の意図、子ど

もの育ちを載せていきます。学校

へもご感想をお寄せください。 

各種体験活動は、学習なので、

必ず「書く活動（手紙・振り返り

等）」を組み込んでいきます。 


